
明
日
の
福
枕
に
託
し
床
に
つ
く
　
　
　
　
　
長
井
市
　
安
部
あ
り
な

福
島
の
塩
屋
に
響
く
み
だ
れ
髪
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一
　

五
郎
丸
の
ポ
ー
ズ
ま
ね
て
福
引
か
な
　
　
　
武
蔵
野
市
　 

池
田
　
武
子

福
の
神
宿
れ
ば
長
寿
証
し
な
り
　
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

寒
中
耐
え
桜
前
線
福
の
花
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
五
十
公
野
か
を
る

福
の
神
待
っ
て
る
人
を
通
り
過
ぎ
　
　
　
　
大
　
瀬
　
五
十
公
野
春
己

福
々
し
い
顔
に
し
っ
か
り
笑
い
皺
　
　
　
　
世
田
谷
　
糸
　
　
マ
サ

謎
秘
め
て
脇
で
微
笑
む
福
禄
寿
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

福
引
の
た
め
に
買
い
た
す
い
ら
ぬ
も
の
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

平
輪
を
し
っ
か
り
刻
ん
で
福
を
呼
ぶ
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

初
孫
は
大
き
な
餅
で
福
を
よ
ぶ
　
　
　
　
　
滝
　
野
　
海
老
名
き
ち

福
笑
い
今
年
は
上
手
く
出
き
た
か
な
　
　
　
世
田
谷
　
遠
藤
　
八
重

福
よ
こ
い
晴
れ
の
夕
暮
れ
西
山
に
　
　
　
　
横
須
賀
　
大
滝
　
健
次
郎

節
分
の
主
役
は
曾
孫
た
ち
福
を
よ
ぶ
　
　
　
萩
　
野
　
川
部
　
ち
ゑ

毎
日
を
笑
み
心
が
け
福
来
た
る
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

春
光
の
雪
解
け
庭
に
福
寿
草
　
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
弘

幸
福
を
求
め
人
生
歩
ん
で
く
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
児
玉
　
保
子

福
よ
こ
い
疫
病
神
を
追
っ
払
え
　
　
　
　
　
つ
く
ば
　
斎
藤
　
靖
夫

福
の
神
当
選
願
い
夢
を
買
う
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

七
転
び
八
起
天
じ
て
福
と
な
り
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
鈴
木
　
ト
ミ

破
魔
弓
に
願
い
託
し
て
福
を
待
つ
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

ぜ
ん
意
の
心
前
に
進
ん
で
福
と
会
う
　
　
　
十
　
王
　
平
　
　
恒
人

福
引
で
今
日
は
当
た
る
と
気
合
い
入
れ
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

長
ら
え
て
孫
の
笑
顔
に
福
を
見
る
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

三
世
代
笑
顔
の
仲
に
福
も
舞
う
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

福
の
神
迷
い
こ
ん
で
よ
宝
く
じ
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

福
と
福
書
く
だ
け
で
も
楽
し
み
や
　
　
　
　
広
　
野
　
新
野
智
耶
子

福
呼
ぶ
と
言
う
一
枚
を
買
っ
て
み
る
　
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

薪
を
割
る
肩
の
あ
た
り
の
福
の
神
　
　
　
　
箕
和
田
　
樋
口
　
昭
吉
　

運
だ
め
し
引
い
て
お
み
く
じ
福
笑
い
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
努

一
年
間
福
は
何
処
か
と
夢
を
追
い
　
　
　
　
町
田
市
　
保
髙
　
悦
子

む
ず
か
し
い
大
福
様
の
福
お
ど
り
　
　
　
　
十
　
王
　
松
田
　
久
一

福
笑
い
皆
ん
な
の
顔
が
に
こ
や
か
に
　
　
　
ふ
じ
み
野
　
村
上
　
桂
造

福
耳
も
所
詮
は
主
の
汗
次
第
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

厳
寒
か
ら
春
を
告
げ
て
る
福
寿
草
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

福
祈
願
家
内
精
出
し
布
袋
様
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
横
沢
　
直
太

福
引
で
今
年
も
掴
ん
だ
拭
く
の
紙
　
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

亡
き
ひ
と（
夫
） 

が
遺
し
て
く
れ
た
福
寿
草
　
　
　
　
　
　  

詠
み
人
知
ら
ず
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豆
くらしの

知識

事例１  バックで除雪作業中に転倒し、除雪機の下敷きになった。

事例２  除雪機を使って自宅の庭の除雪作業をしていた際、詰まった雪を取ろう
と手を入れたところ、急に動き出し、左手の中指を骨折した。エンジンを止めた
つもりだったが、止まってなかった。

・雪の上は足元が非常に滑りやすいので、後方への移動や斜面で作業する際は、転倒に注意しましょう。
・投雪口の雪を取り除く際は、必ずエンジンを停止し、回転部が完全に止まったことを確認してから、
雪かき棒などを使って行いましょう。
・周囲の人を巻き込む事故も起きています。作業を行う際は、周囲に人がいないことを確認し、人を
絶対に近づけさせないようにしましょう。
・転倒したり足を挟まれたりしないよう、足元や周囲に障害物がないことを確認し、無理のない速度
で使用しましょう。

ア
ド
バ
イ
ス

除雪機（歩行型除雪機）の
事故にご注意ください！

次回「新」二月二十五日まで。　「休」三月二十五日まで。
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